
プレス発表資料１０ 
  

平成２８年１０月５日 

 

「再エネ技塾 in ふくしま」開催のお知らせ 
～再エネ由来電力の貯蔵～有効活用を狙う「水素プロジェクト」の 

事業性を比較検証するＦＳ実習講座の受講生を募集します～ 
 

福島イノベーションコースト構想の中でも謳われている風力発電、

太陽光発電など再生可能エネルギーの大量普及に伴い必然的に発生す

る系統連系問題に対処するために、今、規模の大小を問わず、電力の

貯蔵～有効利用システムの実証研究が盛んに行われています。特に、

新型の蓄電池システムや再エネ由来電力からの水素生産～広域流通～

電力変換システムは最も関心の高いテーマです。 

 しかしながら、水素に関しては利用システムの概念構成、技術的可

能性の検証に止まっており、その事業性についてはほとんど触れられ

ていないのが現状です。この実習講座では、蓄電池方式と水素方式を

比較し、現時点で考え得る事業性について、いくつかのモデルケース

を想定の上、定量的かつ経営的に検証を行います。 

なお、受講料は無料です。多くの方々の受講をお待ちいたしておりますので、

ぜひ募集記事掲載及び当日に取材していただきますよう、よろしくお願い申し

上げます。ご不明な点等ございましたら、下記までご連絡下さい。 

 

〇開催日時 

      １０月１７日（月）、２１日（金）、２４日（月）の３日間 

      ３日間とも１３：００開始～１７：００終了 

〇会  場 

      福島大学 共生システム理工学類後援記念募金棟 

〇受講料等 

      受講料は無料、事前のお申込みが必要です。 

      先着３０名、１０月１０日（月・祝）募集締切。 

〇そ の 他 

      詳細は添付のチラシや下記のホームページをご覧ください。

（http://www.sss.fukushima-u.ac.jp/saiene/） 

       ホームページから受講申込みが出来ます。 

 
 
 
 

（お問い合わせ先） 
福島大学共生システム理工学類 
地域イノベーション戦略支援プログラム 
再生可能エネルギー人材育成プログラム事務局 
担当：長谷川 秀輝 
電話：024-504-2029 
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